
来年度以降の標本保存事業と博物館構想
一博物館準備室的な役割をもつ県の組織を早急に一

事務局

8月 11日 に本 NPOでは、来年度の自然学習

資料保存事業や今後の自然史博物館設立につ

いて、県の企画部長と懇談しました。今年度で

終了する自然学習資料保存事業を来年度もな

んらかの形で継続したいということについて

は相互に合意したものの、博物館設立に向けて

の準備室づ<り について県としてはまだ現実

的なものになつていないという意見でした。こ

こでは、これまでの博物館設立に向けての県の

とり<みの経緯と、静岡県立自然史博物館設立

に向けての私たちの提案を簡単に述べます。

静岡県では、平成元年度より県立博物館整備

に向けた検討を実施してきましたが、平成 6年

度に自然系博物館整備の方向ll■ を示し、翌平成

7年度に策定した静岡新世紀創造計画において

自然系博物館整備を主要施策のひとつとして

位置づけました。平成 7年度以降、そのための

資料・文献等調査 (平成 8年度 )、 資料情報収

集等調査 (平成 9年度 )、 バーチヤル技術等活

用検討調査 (平成 9年度 )、 標本評価 (平成 9

～12年度 )、 自然学習・研究機能調査検討事業

(平成 13～ 14年度)などい<つかの調査およ

び検討がされてきました。そして、平成 15～ 16

年度には自然学習研究資料保存事業が行われ

ています。しかし、現在に至つても県として自

然系博物館整備のための具体的な施策決定が

ほとんど行われていません。

私たちは、来年度以降の施策について以下の

ような提案をします。

(1)資料保存事業の継続

現在進行中の自然学習資料保管事業は、貴重

な標本資料を県が適切に保管 し、これらを学

習 口調査・研究に活用することとなつています。

しかし、この事業は 2年度限りのものであり、

現0守点では継続ll■が保証されていません。しか

し、今後もこの事業を継続的に行う必要があり、

またこれを適切に登録保管 しなければなりま

せん。そのためには、恒常的なしかるべき保管

場所 (設備)と整理・保存作業を行う専門的な

人員を少な<とも 3名 (動物・植物・地質の分

野)程度は確保する必要があります。

現在、保存事業を実施している県教育委員会

三島分室の一部では、保管場所が不足している

ことと、NPO自然博ネツトの会員がボランテイ

アで資料登録や整理するためには遠距離にあ

ることなど問題点があり、今後早急に適所に保

管場所を移す必要があります。

(2)自然史博物館設立準備室の設置

自然史博物館の設立には相応の準備期間が

必要です。そのためには、来年度にも準備室を

設置して、あるべき理想の構想を実現化する方

向に持つてい<べきであると考えています。こ

の準備室は、現在収集・保管している自然史資

料を系統的に収集を行い、県下の自然史に関す

る調査 口研究を開始する目的をもつています。

先のレツドデータブックの作成でもこのよ

うな体制ができていれば、調査の実施や結果の

とりまとめなどに関してより効果的に働いた

と思われます。しかも、このレツドデータブッ

クの基になつた調査資料についても、資料の保

存とさらに資料の蓄積が必要です。

(3)自然史博物館設立構想

静岡県立自然史博物館は、県民の基本財産で

ある県下の自然に関する調査研究を軸として、

その成果を県IFIや県民のために役立てるとと

もに、県民の自然環境に対する知的活動を支援

する場としたいと考えています。自然学習・研

究機能調査検討会がまとめた「静岡県における

自然学習・研究機能のあり方」に示された自然

系博物館の二段階整備計画と同様 |こ、第一段階

として展示は最小限に押さえ (メ インホールと

イベント展示室程度 )、 標本資料等の収集保管

と調査研究機能を優先して行い、県民や他の機

関との連携 口交流を深めるための場としての研

究センター (博物館)を設立し、第二段階とし

てその研究センターが核となり、教育・展示な

ど機能を一体型にした自然史博物館を構想し

ていきたいと思います。



自然観察会報告

袋丼―推卜川化石採集会
-200万年前の海底ヘー

延原尊美

飛鳥の露頭で化石採集の説明をする延原氏 露頭にのぼって化石採集

7月 25日 (日 )午前 10:30、 ときおり激し

い雨が降り込ぬ曇天のもと、大人 29名、小中

学生 18名が袋丼市役所玄関前に集合、バス 2

台に乗り込み、袋丼市から掛川市一帯に広がる

200万年前の海底へと出発しました。200万年

前の静岡は現在よりもずい6んと暖か<、 海は

現在の海岸線よりもずいるんと内陸まで侵入

していました。当時この一帯の沿岸域に雄積し

た地層は掛川層群と呼ばれ、絶滅種を含ぬ数多

<の種類の貝化石が産出することで昔から有

名です。温暖化した 200万年前の海底には、ど

のような生き物が暮 らしていたので しよう

か ? 筆者と東海大学自然史博物館の柴 正

博先生をガイド役に、地層見学と化石採集を親

子で体験していただきました。

なお、今回の野外自然観察会は、袋丼市在住

の化石収集家 田邊 積さん主催の「静岡県の

化石展」 (袋丼市役所市民ギヤラリー)とタイ

アツプした形で企画されました。かけがえのな

い化石標本の語る自然史のおもしろさや大切

さをより深<知 つてもらえたらと思い、会員外

にも一般参力□を募りました。夏休みに入つてす

ぐの日曜日ということもあつて、応募は地元袋

丼・掛川を中心に定員 40名を遥かにこえる参

加申し込みがあり、郷土の自然史に対する市民

の関ノトの高さを実感しました。

バスはまず袋丼市大日の宇X」川源流域に近

い丘陵地に到着。ここでは、水田奥の沢ぞいに

砂やれきからなる地層の断面が観察できます。

この地層は大日層とよばれ、多<の貝化石を産

出することで有名です。貝化石の中には現在で

は熱帯域にしか生患しないものや多<の絶滅

種も含まれており、ここでは特に、バイ類、ミ

クリガイ類、キリガイダマシ類、キサゴ類に属

する絶滅巻貝類を容易に得ることができまし

た。「絶滅してしまつた種」であることを強調

するため、「 スーバーで売られているナガラミ

(ダンベイキサゴのこと)とこの化石とを比べ

てごらん」と子どもたちにアドバイス。化石標

本から現在の生き物を見直す機会をもつこと

は、自然史のおもしろさを深める上でも大切で

す。お父さん・お母さんの中には、「あ一つ、

あの貝か…・」と思い出される方も…・そのとき、

貝化石は単なる貝殻ではな<、 ひとの心の中で

古生物として生命が吹き込まれるのかも知れ

ません。

大日で 10寺間半ほどの化石採集を終えて、掛

川市のいこいの広場でトイレ休憩と昼食。屋内



化石採集に熱中

にはいつてしばら<すると猛烈な雨。午後の採

集を心配しましたが、なぜか出発時には雨がや

あという幸運。どなたかノbがけのよい参力D者の

方がおられたようです。

午後は 13:30か ら 15:00ま で、掛川市飛鳥

の工事現場にて化石採集。あらかじめ許可を得

ているが、重機等へは近づかないよう注意とお

願い。飛鳥では、砂の層からなる大日層とその

上に重なる砂泥からなる宇メ」層が観察されま

す。大日層がたまつた8寺代から宇刈層がたまつ

た8寺代へと向けて、やや海が深<なつていつた

様子を簡単に説明後、再び化石採集に挑戦。午

前中の産地と異なり、ここでは保存の良い大き

な二枚貝を数多<得ることができ、バンダフミ

ガイなどの絶滅種を得られて、俄然ハツスルす

る子どもたちの姿が印象的でした。また、今回

はふるいを持参された方も多<、 小さな化石に

ついても丁寧に採集されているお父さん・お母

さんの姿も目立ちました。「おおもの狙い」に

なりがちな子どもたちの標本とあわせると、化

石群集の全体像をつかあのにちようど良い標

本セツトが親子で得られたのではないでしよ

うか ? 採集方法をいろいろと変えてみるの

も化石採集を楽しあためのコツであるという

ことを実感しました。

季節柄、全国的に頻発していた熱中症が心配

されましたが、曇天が幸いして子どもたちもば

てた様子はありませんでした。ただし、皆さん

化石採集を始めると時のたつのを忘れるよう

でたちまち 10守間半が経過 (現場では、化石熱

中症と呼ばれていました)。 15:00にタイムア

ツプとなり、用具等の片づけ。バスに全員が乗

り込んだとたん、またも突発的豪雨。天気の神

様のご配慮に感謝。15:30に袋丼市役所に到着。

田邊 積さん主催の「静岡県の化石展」を見学

後、解散しました。

化石を現場で採集しながら、親子で郷土の自

然史を実感できるような機会を提供でき、まず

はこの化石採集会は成功であつたと思います。

アンケートで意見をよせていただきましたが、

おおぬね好評で、「ふるさとの再発見となつた」

という声から「親子参加できるようなこのよう

な自然史関係の観察会をまた企画していただ

きたい」との強い要望もよせられました。ただ、

「採集 した化石の保管等に関してもう少 し教

えて欲しかつた」、「化石の名前を調べたいが、

いただいたバンフレツトはフイール ドワーク

でぼろぼろになつてしまつた」との声もありま

した。今後の企画の際に考慮させて頂きます。

今回の企画にあたり、袋丼市教育委員会学校

教育課のみなさまには、市民への広報やバスの

運行などさまざまなサポートをいただきまし

た。掛川市教育委員会のみなさまには、広報や

いこいの広場での休憩の際に便宜をはかつて

いただきました。また、後藤興業さまには化石

採集現場での便宜をはかつていただきました。

最後になりましたがここに記して感謝の意を

表します。

化石がたくさんとれたよ !

掛川市飛鳥からよく産するパンダフミガイ



浜名湖花博出展標本の保存事業のようす

北野 忠 口森 義之

浜名湖花博の会場ゲー ト

前号でもお伝えしましたように、現在開催中

のしずおか国際園芸博覧会/第 21回全国都市緑

化フエア浜名湖花博に出展中の植物標本を保

存 口収集する事業が、杉野孝雄先生を中ノらにつ

づけられています。この保存事業を行う価値と

して、杉野先生は以下のことをあげられました。

1.オーストラリア産の植物など、通常入手が困

難な世界中の植物の標本入手が可能である。

2.日 本ではこれまで目にすることができなか

つた園芸種の標本の作成が可能である。

花博開催期間中、1サイクル 8日間で 10サ イ

クルの標本作成作業を行う予定で、取材に伺つ

た 8月 19日 は 7サイクルロの終盤でした。期

間中に 4,000点程度の標本を作成するという契

約のため、1サイクルあたり 100種 500点の目

標で標本を作成しているそうです。

標本作成は、会場にある植物の採取から始ま

りますが、まず各出展者の了解を得た後に、開

催時間である午前 90寺 30分よりも前に済ませ

てしまわないといけないという苦労があるそ

うです。その後の標本作成手順は以下の通りで

す。

【標本の作成】 採取 0寺に標本に荷本しをつけ、

仮番号と植物名、採取位置を記入する。→採取

した植物をビニール袋に入れて保管する。→採

取記録を整理する。→新聞紙半頁にはさあ。→

下作りをする (大まかに形を整える)。
→しわ

伸ばしをする。→乾燥させる。

このように箇条書きにすると簡単なように

思えますが、ただ単に機械的に作業したのでは

良い標本はできません。乾燥時には、植物の種

類によつておもし石の重さや乾燥時間を変え

る必要があり、実にこまめな管理が必要です。

また、標本の乾燥0寺にはさぬ新聞紙は、毎日取

り替えるために膨大な量を必要とします。その

ため、一度使用した新聞紙を天日で乾燥させて

何度も使うのですが、天気が悪いときに新聞紙

の補充が間に合わな<な らないようたいへん

気を使うのだそうです。

完成した標本は、以下の作業を経て保管され

ます。

【標本の整理】 標本に通し番号をつける。→

ラベルに必要事項を記入し、標本に添付する。
→一覧表にまとめる。→組でしばり、ビニール

袋に入れる。→防虫斉」を入れ保管する。

なお、会場の浜名湖に面した一部には、自然

観察園が設けられていました。園内には、1種
のみは県外から持ち込まれた植物だそうです

が、それ以外は浜名湖や遠州灘に自生する植物

を集めたものであり、開催地である遠州地方の

自然を反映させた園を設けるという試みは評

価すべき点 (杉野先生談)であるといえます。

花博会場にある水路
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ふとん乾燥機でつく

図書紹分

クナゴのすべて
赤丼 裕・秋山信彦・鈴木伸洋・増田 修 共著

マリン企画 160ベーブ A5判 税込み 1980円

タナゴの仲間は繁殖期の雄の婚姻色が美し<、 小型で飼育

が容易なことから、日本産淡水魚のなかでも人気の高いグ

ループです。また、卵を三枚貝の鯛に産あという変わつた

習ll■も興味深いものがあります。そんなタナゴに関するバ

イブルともいえる本がこのたび出版されました。なお、本
NPO会員の秋山信彦先生が著者の 1人となつています。

日本や海外に生息している世界のタナゴ・カタログのほ

か、鉤りや飼育・繁殖方法などについても詳し<解説して

あります。さらに、タナゴの生物学やタナゴ飼育の水槽レ

イアウト例、タナゴの産卵床となる三枚貝カタログ、タナ

ゴ料理など、タナゴにまつわる全てを網羅した 1冊です。

タナゴ好きな方にはもちろんのこと、日本産淡水魚に興味

、 い■

ゴ            ‐

標本を新聞紙にはさむ作業~― E     I輌
つた標本乾燥機

新聞紙にはさみ標本を乾燥させる 湿つた新聞紙を干して乾燥させる

がある方にもお勧めの―冊です。 (北野 忠)



自然観察園
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浜名湖に面して開なれた自然観察園で、「緑の里」

にあります。ダンチクやヒトモトススキ、ハマウ

ドなど浜名湖を代表する植物が観察できます。

バオバブの本

取材 |こ訪れた当日には花が咲いていました。

過去国内では開花事夕」がな<、 日本初だそうです。

:・..._1::`:

い

ブュラシツクツ リー

檻に入れられとなりに恐竜がいます。



それまでた<さんいたチ∃ウが突然姿を消してしまうことがあります。神奈川県のツマグロキチ∃ウ

もその

'」

のひとつでしよう。発生地は河川敷なのですが、秋型は分散性があるので、かつてはどこでも

広<見 られたのですが、今は絶源危惧種です。そう言われてみると静岡県でも他人事ではな<なつてき

ていることに気づきます。

静岡県にはキチョウとツマグロキチ∃ウの 2種のキチ∃ウ属がいます。どちらもよ<似た、モンキチヨ

ウよりも一回り小さい黄色いチ∃ウです。このチ∃ウに関ノトを持つたのは 1970年代の初めでした。夏の

終り、安倍川の支流、足久保川の河川敷にた<さ んのツマグロキチ∃ウが食草のカワラケツメイに産卵

をしているのを見つけたのです。母チョウは若い葉の先端に止まり、茎の方に向かつて数歩歩いて、鳥

の羽のような葉の中央の葉脈の部分に 1卵産み付けます。どのチヨウも同じ産卵イ予動をとつていました。

だから卵は必ず中央の葉脈上にあります。そこに 1匹のメスのキチョウがやつてきました。カワラケツ

メイには見向きもしません。同じマメ科でもコマツナギには何回も近づきましたが、産卵はしませんで

した。やがてメドハギに何度も近寄つたところで葉の上に止まりました。止まつたかと思つたら 1卵産

んで飛び立つてゆきました。ですから卵の位置はさまざまです。こちらは植物選びには慎重なのに産卵

位置には無頓着です。見かけはよ<似ているのに行動はこうも違うものかと思いました。

9月下旬から羽化するツマグロキチヨウの秋型は、羽の先がとがり、後ろばねの裏倶」には葉脈のよう

な黒い筋があります。前ばねをしつかり後ろばねの間に入れると枯葉のようにも見えます。枯葉に化け

て冬を越すのでしようか。春はまだカワラケツメイは芽生えたばかりなので、母チ∃ウは地上に降りて

歩いて食草の茎をの 13‐ つて産卵します。やがて初夏に夏型となつて羽化してきます。

ツマグロキチ∃ウの幼虫の食草はカワラケツメイだた 1種です。しかもカワラケツメイの見られる場

所は河川敷でも限られていました。そこは何年かに 1度は大水のため洗い流されて裸地になつてしまう

やや低い砂地でした。カワラケツメイはそうやつてできた裸地に真つ先に生える植物です。大水に流さ

れることな<いつまでもそのままですと、やがては他の植物の茂みに埋もれてしまいます。ツマグロキ

チ∃ウもいな<なつてしまうのです。

ツマグロキチ∃ウが少な<なつてきたのは、治水によつて大水がな<なつたこと、土砂の供給がな<
なつたことです。静岡県では幸いなことに富士川、安倍川、大丼川、天竜川といつた勾配の急な砂礫質

の大河川があることから、まだ神奈川県のような状況にまでは至つていません。でもいつか、忽然と姿

を消す日が<るような不安があるのです。



三島ミニ博物館「静岡県の自然」

が開催されました

横山 謙二

JロニF口
"史

旧ヽ ■|

会場の展示を見る来館者 昆虫や植物、化石の標本展示

2004年 8月 23日 (月)から 8月 29日 (日 )

まで、県教育委員会三島分館の自然学習研究資

料保存事業の作業室で、NPO自然博ネツト主催

で「ミニ博物館 静岡県の自然」が開催されま

した。

この展示会は、静岡県が自然学習研究資料の

収集と保存を行うために、NPO自然博ネツトが

その事業を受話 して登録整理作業を行つてい

ること、そして、それらの資料をもとに静岡県

の自然を多<の人に理解 していただ<ために

開催されました。さらに、この事業を継続する

とともに静岡県立自然史博物館の必要 ll■ を多

<の人に知つていただ<と同0きに、子供たちの

ためには夏休みの自由研究の相談会という目

的もありました。

ミニ博物館は、三島分館 4階の資料保存事業

作業室の半分のスベースを展示会場にして、

「 日本 口世界の毘虫標本」、「静岡県の植物標本」、

「推‖|1層群の化石標本」、「ナウマンゾウ化石標

本」など、これまでにこの事業で標本整理をし

てきたものの代表的な一部を展示しました。窓

側には窓からみえる風景を解説する「静岡県東

部の地形」を設けました。また、静岡県自然史

博物館設立推進協議会からの本 NPO自然博ネ

ツトの活動や自然史博物館に関する資料など

も展示しました。来館者にゆつ<り と楽しんで

いただ<ために、ライブラリーコーナーやスラ

イドシ∃―、化石体験発掘コーナーなども設け

ました。

28日 (土)と 29日 (日 )の両日は、28日が

「昆虫の日」、29日が「化石の日」として、そ

れぞれの専門家によるギヤラリートークが開

催されました。28日 は加須屋 真さん (ト ンボ

の話)と清 邦彦さん (蝶の話)、 29日 は田邊

積さん (推HIIの化石の話)と柴 正博 (化石と

地層の話)が行われました。展示会場で開催さ

れたギヤラリートークは、とてもフレンドリー

な雰囲気で気軽にいろいろな話を聞<ことが

できました。

カロ須屋さんには、トンボの種類や幼虫からヤ

ゴ、成虫となるトンボの生態の話、また静岡県

で見られる代表的なトンボの話をしていただ

きました。ギヤラリートークの後にひきつづき

行われた 3階にある標本保存室の見学では、標

本箱の中のトンボの標本を見ながら、種類のち

がいやトンボの生態について<わ しい話を聞

<ことができました。

清さんには、蝶は蛾の一部であることや、蝶
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トンボの標本を見せながら話す加須屋さん

は種類ごと食べるものがちがうこと、蝶のた<
みな保護色の話、最近増えてきた蝶や減つてき

た蝶の話、それとあわせて自然環境の変化の話

もしていただきました。

田邊さんには、20年間つづけてきた推‖||の化

石採集についての体験談や化石のクリーニン

グの仕方、子供たちといつしよに化石採集をす

る楽しみなどを話していただきました。

柴さんには、化石とはなにか、化石を/31<ぬ

地層が過去の3寺代の記録をとどめていること、

地層 |ま不連続であること、そしてそれらを調べ

て静岡県東部の過去のようすがわかつてきた

ことなどを話していただきました。トーク後も、

多<の方が残られて質問され、恐竜や地震の話

などの話題がつづいていました。

展示会には、平日に毎日 40名程度の方が、

土日には 60～70名の方が訪れ、総計 400名ち

か<の方が期間中に見学にいらして<ださい

ました。それらの方々は、地元の三島市はもち

化石のクリーニングに熱中する子供たち

ろん沼津市など御殿場市など近隣の市だけで

な<、 静岡市や遠<は浜松市からもこられた方

がありました。また、静岡新聞や朝日新聞にも

この展示会の記事が掲載され、静岡朝日テレビ

でもニュースの時間に紹介されました。

小さなミニ博物館でしたが、このような標本

保存事業が行われていたことをはじめて知つ

て驚いていた方もあり、また自然史博物館の必

要 ll■ を強<望んでいる方たちにも会うことが

できました。子供たちは化石クリーニングがと

ても楽しかつたらし<、 何度も会場にこられた

家族連れもありました。

このミニ博物館の機会に、本 NPOに入会さ

れた方も 3名おられました。全体として、こじ

んまりとしていましたが、いろいろな方に知つ

てもらえる機会があり、また来られた方からも

喜ばれたことから、今回のミニ博物館を行つた

成果は十分にあつたのではないかと思います。

いろいろな資料を前にして話す清さん

卍 L
１

・

子供たちに化石の魅力を語りかける田邊さん
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インフオメーシ∃ン

浜Jヒ編柿公園での自然観察会

県立の浜北森林公園の中に新設されたビブ

ターセンターの見学と、初冬の公園内を散策し

て自然観察会を行います。

日  時 :平成 16年 11月 21日 (日 )

集合場所 :」 R静岡駅南□ (ル ノアールの像前)

午前 8時 (ま たは現地ビブターセンター前

10時)自家用車分乗

会  費 :500円  ※車に相乗りの方は、ガソ

リン代として別途 500円徴収。

持 ち 物 :弁当、雨具、観察用具 (双眼鏡など)

講  師 :植物 (杉野 )、 野烏 (三宅)など

申 込 み :11月 14日 までに事務局まで、氏名、

住所、電話番号、集合場所を、明記の上

葉書、フアツクス又はメールにて申し込ん

で<ださい。

しずおが環境・編柿フエア

10月 22日、23日、24日 に静岡市のツイン

メツセ南館で、環境ビジネス協議会が主催する

「 しずおか環境・森林フエア」が開催されます。

NPO自然博ネツトでは、この催しの「まもりた

い静岡県の自然」というテーマ展示の部分で、

特にレツドデータブック (RDB)記載種の問題

について展示協力を行います。展示では RDB
の問題とともに静岡県立自然史博物館設立を

要望している本 NPOの活動なども紹介します。

つきましては、会員の方にはこの準備にご協

力をお願いいたします。また、当日もご参力0、

ご見学いただき、楽しい催しにできればと思い

ますので、よろし<お願い申し上げます。

田遇 藉ほの「静岡県の化石」晨開催される !!

前詈で紹介した田選 積さんの「静岡県の化石展」が、7月 22日 ～31日 まで、袋丼市役所の

市民ギヤラリーで開催され、掛川層群の貝化石を中心に約 151000点の標本が展示されました。

期間中には、袋丼市の原田市長はじめ、掛川市の榛村市長、市会議員や近隣の町長などもふ<
め約 1:200人の方が見学に来られました。開会式では、袋丼市の教育長から挨拶があり、新聞

各誌にも取り上げられました。また、期間中、地域の方からもあたたかい応援や協力があり、。

掛川層群の化石に対して地元の方たちの関心がとても高<なりました。
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地

静岡県の三角点 (1)

図の基準、三角点の今昔

輿石邦0召

いかなるものでも、それを正確に表示するに

は、まず基準となるものを設定しなければなら

ない。地図の場合はどこを基準にするのか。江

戸時代、伊能忠敬が実沢]によつて日本列島の輪

郭を描いた時、その基準点をどこにおいたのだ

ろうな。

日本における近代的な地図の作成は明治の

初めに着手された。まずはじめに、見通しの良

い地点を選んで全国を大きな三角網で覆い、天

文観測によつて定めた日本経緯度原点 (東京都

港区麻布台の旧東京天文台構内 :東経 139度

“分 40秒 5020、 北緯 35度 39分 17秒 5148)を

出発点として、各三角点の経緯度が精密に測ら

れた。この基本的な骨組となる三角点は、一等

(辺長約 45 km)、 二等 (辺長約 8 km)、 三等 (約

4 km)、 四等、五等と順駅網目を密にしながら

定められていつたのである。現在、一等三角点

は全国に 972点、静岡県内には 18点ある。三

角点の標石は花商岩でできた角柱で、その上面

に刻まれた十印の中心が水平位置 (経緯度)と
高さを示している。また、標石は「○等三角点」

と刻まれた倶」面が原貝」として南を向<よ うに

埋設されている。各三角点の標高は日本水準原

点 (東京都千代田区永田町 1-1、 国会前庭の旧

陸地測量部構内)を基準 (東京湾の平均海面 :

24.4140m)と している。水準点 (標石あるい

は金属標)は一～三等まであり、全国の国道や

主要地方道沿いに約 2 kmの間隔で設置されて

アイセん 生き物講座
六人のための 本当は面白い生物 自然はスゴイ !生き物はやっばり面白い !

静岡市中央公民館 (ア イセル 21)の講座を NPO自然博ネツトが共催で、取のように開催し
ます。対象は 大人 30人 会費は無料です。11月からの毎木曜日の 19時～21時まで日程で、
会場は静岡市中央公民館 (ア イセル 21)で行います。
1.11月 4日 地球 40億年の歴史 池谷仙之,2.11月 11日 恐竜はどんな動物か 柴 正博
3.11月 18日 淡水魚?海水魚? 秋山信彦,4.11月 25日 チョウの生き方守り万 清邦彦
5.12月 2日 静岡県の野鳥と哺7L類 三宅 隆

申込み先 10月 15日 号の静岡市広報誌に詳細が掲載されます。

静岡市中央公民館 (ア イセル 21)(電話 054-246-6191)

いそう。

最近では測量技術の進歩によつて、三角浪J量

でな<、 三辺を同0寺に測る三辺演」量と GPS漫 J

量が主流となり、より敏速に精密な測量ができ

るようになつた。人工衛星を使つた71B密 な GPS
測量によつて世界各国は統一され、国際標準座

標として新しい位置基準 (測地成果 2000)が平

成 14年 4月 1日 に改正された。それによつて、

日本の経緯度原点は、経度で 11.6261秒減り、

緯度で 11.6388秒増えたことになる。さらに、
GPS測量による電子基準点は地殻変動による

演l量の基準点として利用されている。全国では
1,224点、内静岡県には 67設置されている。
三角点の多<は山頂に埋設されており、特に

一等三角点は精密測地網の基準点としてその

位置が GPS観漫]によつて精密に求められてお

り、繰り返し測量を行うことによつて、地殻の

変動量が調べられている。このように三角点は

地図作製の基点として、また地殻変動の激しい

日本列島の測量原点として重要な役割を果た

している。

これらの三角点はいずれも四万見情らしの

よい山頂付近に設置されているので、登山で山

頂を極めた0寺、周囲の風景を眺めると共に三角

点の所在を確かめ、その役割を知つてほしいと

思う。以降、本冊子に静岡県内の 18の三角点

とその周囲の自然を順沢紹介したいと思う。
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